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	 	 	 	 	 	 	 FJE審判委員会委員	 森田篤哉 

	  
	 表題の件について下記の通りご報告させていただきます。 
 
２０１７年１０月１５日から２１日までスロベニア国マリボー市で

世界ベテラン選手権大会が開催されました。日本からは甲斐正彦氏 
、森田篤哉の２名が帯同審判員として参加いたしました。 
 
１、	大会日程 

※	カテゴリーAは 50-59才、Bは 60-69才、Cは 70才〜 
団体戦は各カテゴリー1名の代表がリレー方式で２回 
合計６ラウンド３０本（交代は試合を通して１回のみ） 

１０月１５日（日） 審判会議 

１０月１６日（月） 男子フルーレ個人	 カテゴリー（B ・C） 
女子エペ個人	 カテゴリー（A ・B・C） 

１０月１７日（火） 男子フルーレ個人	 カテゴリー（A） 
男子サーブル個人	 カテゴリー（B 、C） 
女子エペ団体 

１０月１８日（水） 男子サーブル個人	 カテゴリー（A） 
男子フルーレ団体 
女子フルーレ個人	 カテゴリー（A ・B・C） 

１０月１９日（木） 男子エペ個人	 カテゴリー（B 、C） 
男子フルーレ団体 
女子フルーレ団体 

１０月２０日（金） 男子エペ個人	 カテゴリー（A） 
女子サーブル個人	 カテゴリー（A ・B・C） 

１０月２１日（土） 男子エペ団体 
女子サーブル団体 



２、	審判活動内容 
	 私は主にサーブルの審判員として参加しました。会場は３会場で

ピストの総数は２４ピスト、参加者の合計が６００名で審判員の総

数が４６名と、今まで見たことのない規模の大きな大会でした。 
	 大会日程にもあるとおり、多い日で１日に３カテゴリーのプール

戦、そしてエリミナシオンディレクトがある日もあり、常に審判員

控え室に掲示される自分の名前を確認して行動する必要がありまし

た。 
	 私はサーブルを主に審判をしましたが、経験値の多い審判員とプ

ール戦や団体戦を組ませていただき、試合のコントロールや選手や

コーチ、監督とのコミュニケーションの取り方など、勉強になる点

が数多くありました。 
	 今大会で一番印象に残った事は、プール戦の試合後のスコアシー

トのサインを拒否する選手がいたことです。サインをしなかった理

由としては、４−４からの１本勝負に本人は勝ったと思い込んでいた

ため、負けのスコアに納得がいかないというのが本人の言い分でし

た。主審２名、対戦相手選手、試合を見ていた同じプールの選手に

DTとともに聞き取りを行い、結果は変わらない旨を本人に伝えまし
たが、最終的にサインをもらえないまま、エリミナシオンディレク

トに進む事になりました。本来主審がピストで事態を収束しなけれ

ばならない所で、DTに介入してもらう事になり苦い経験となりまし
た。 
 
３、	まとめ 
	 今大会を終えて、いつも先輩審判員の方に教えて頂いている事で

すが、審判員は常に“ストロング”でなければならないということ

を実感しました。勝利への執念に年齢は関係ありませんでした。審

判員として試合を公平にジャッジする事は当然の事、試合のコント

ロールや、コーチや監督とのコミュニケーション力がとても重要で

あると改めて実感することができました。 
	 また、審判員控室では連日のように携帯や PC の試合映像を観て



どちらが勝ちかとディスカッションが行われていたり、ファイナル

に私を入れて欲しいとレフリー・デレゲイトにアピールする審判員

がいたりと、来ている審判員の意識の高さと自己アピールの必要性

を感じることができました。 
 今回、主審をした試合はエリミナシオンディレクト T１６まででし
たが、ファイナルの審判に指名が入る甲斐正彦氏のような諸先輩の

レベルに到達できるよう、経験を積んでいきたいと思っています。 
	  

以上 
 

 


